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製薬企業と大学における 35 年間の経験および我々を取り巻く環境を振り返り、情報統合

（メタアナリシス、費用効果分析など）とデータ解析（予後因子解析など）の事例を紹介し

ながら、一次情報（生データ）と二次情報（文献情報）の違い、理論と実践のバランス、臨

床試験デザインの奥深さなどについて雑感を述べる。試験統計家やデータサイエンティス

トを目指す方々および彼らの教育に携わる方々にとって何らかの参考になれば幸いである。 
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